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品名 メカニカルスプライス工具キット FAST コネクタ用工具セット FAST コネクタ用工具セット ALL
型
番 ファイバカッタ無し FMSECOEZ-KIT025C-10 FAST-SC-KIT025DR-10 FAST-SC-KITALL-10

品名 型番

構
成
品

①単心光ファイバホルダ「F」（φ0.25/φ0.5）*1 FMSECO-FH05/025 ● 10個 ● ●
②単心光ファイバホルダ「09」 FMSECO-FH09 ※ 10個 - -
③ケーブルホルダ（FAST-SC専用）*1 - ● ●
④メカニカルストリッパ「F」 FMSECO-MSTR025 ● ● ●
⑤マイクロストリップ 09用 *3 MS1-08S-40-FS ※ ※ ●
⑥アルコール容器 FMSEZ-ALC ● ● ●
⑦メカニカルスプライス用スペーサ「F」*1 FMSECO-SP-C2 ● 2個 ● ●
⑧単心 MS/EZ接続工具 FMSECO-TL2-EZ ● - -
⑨ FAST-SC-UNI　025挿入ガイド *1 - ● ●
⑩ FAST-SC-UNI　09挿入ガイド *2 FAST-FIG09 - ※ ●
⑪キャリングケース ● ● ●
⑫ FAST-SC-コード用キット FAST-SC-KIIT-CO - - ●

■ メカニカルスプライス、FAST®-SC光コネクタを組み立てるために必要な、工具一式をケースに収納した工具セットです。

MS/EZ単心メカニカルスプライス・FAST®-SC光コネクタ組立用工具セット

③、⑨、⑪に、型番はありません。
※はオプション　●の横の数字は個数、数字のないものは 1個
　*1：FAST（N）-SCコネクタ（ドロップ用）には③⑦、
 FAST（N）-SCコネクタ（素線用）には①⑦⑨が添付されます。
　*2： 0.9mm心線を取り付ける場合は 09挿入ガイドまたはファイバカッタの

オプションの単心用ファイバセットプレートのどちらかが必要です。
 またマイクロストリップ 09用も必要です。
　*3： 光コードの場合、このほかに・ジャケットストリッパ（コード外被口出し

用）、・ケブラカッタ（抗張力繊維切断用）が必要です。
　*4： 推奨ファイバカッタ CT08、CT50

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

コード組立用治具
（FAST SC CORD ASSEMBLY TOOL）

ケーブルクランプ 2mm 用
（CABLE CLAMP 2MM ASSEMBLE）

ケーブルクランプ 3mm 用
（CABLE CLAMP 3MM ASSEMBLE）

■ φ 0.25mm素線同士専用の素子とφ 0.25mm素線とφ 0.9mm心線の
両方に対応した素子の 2種類を用意しています。（0.9mm光ファイバ心線
は熱可塑性樹脂被覆のものをご使用ください。

■ 50個単位でのご納入となります。
■ 必要工具についてはお問い合わせください。

FMSEZ-025

FMSEZ-025/09

 ご注文 型番例

FMSEZ-025（φ0.25mm用）

FMSEZ-025/09（φ0.25mmおよびφ0.9mm兼用）

メカニカルスプライス素子

メカニカルスプライス
メカニカルスプライス

項目 型番
メカニカルスプライス素子

φ 0.25mm 単心 φ 0.25mm 単心およびφ 0.9mm 単心
FMSEZ-025 FMSEZ-025/09

サイズ 40× 4× 4（mm）
接続損失 平均 0.1dB　　最大 0.4dB
反射減衰量 40dB以上
ファイバ引留力 3N以下
必要工具 単心 MS/EZ接続工具・ホルダ他

接続適用

0.25-0.25 ○ ○
0.25-0.9 × ○
0.9-0.9 × ○

0.25：φ 0.25mm単心　　0.9：φ 0.9mm単心
添付品 メカニカルスプライス簡易治具 なし

適用温度範囲 φ 0.25mm素線の場合：－ 40～ 75℃
φ 0.9mm心線の場合：0～ 50℃

メカニカルスプライス
0.25 専用簡易治具



メカニカルスプライス接続の原理と注意点
■メカニカルスプライス接続の原理
メカニカルスプライス接続は、メカニカルスプライス素子（図 1）を用います。内部は図 2の様な構造になっており、V溝により光ファイバ素線の軸

を合わせ、押さえ部材により押圧を掛けることで、接続されるファイバ同士の状態を維持します。素子中央部には、光の反射を抑え、良好な接続値を
得るために屈折率整合剤が充填されており、ファイバ端面は屈折率整合剤を介し接続されます。
　接続作業は、図3のように接続工具によりメカニカルスプライス素子にクサビを挿入し、V 溝の間隔を広げファイバを挿入可能な状態にして行います。 
素子の両側からファイバを挿入し、ファイバ同士が突き当たった状態でクサビを抜けば押さえ部材により固定されます。

メカニカルスプライス素子

クサビ挿入用の溝

U型スリーブ

光ファイバ素線

図 1　メカニカルスプライス素子 図 3　クサビ挿入図 2　メカニカルスプライスの内部構造

押さえ部材（3分割）

屈折率整合剤

光ファイバ素線（被覆除去部：外径 125μm）

光ファイバ素線
（外径 250μm）

V溝部材

押さえ部材

光ファイバ素線

U型スリーブ
V溝部材、押さえ部材を
U型スリーブのバネで
押圧をかけます。

クサビ

V溝部材

クサビを挿入することで、
V溝部の隙間が広がり、
ファイバを挿入可能な状態
となります。

■メカニカルスプライス接続における注意点
施工後の検査で損失不良となる原因として、①ファイバ端面が突き当たっていない、②メカニカルスプライス素子内に異物を巻き込んでいる、③フ

ァイバ端面の状態が悪い場合が考えられます。接続手順および方法を十分確認して、作業することが必要です。
①ファイバ端面が突き当たっていない

ファイバ端面間隔が広がると接続損も大きくなる
②メカニカルスプライスに異物を巻き込んでいる ③ファイバ端面の状態が悪い

光ファイバ（被覆除去部）

メカニカルスプライス
内のV溝光ファイバ端面間隔

コア 端面に異物が付着

光ファイバ（被覆除去部）

メカニカルスプライス
内のV溝

コア 側面に異物が付着

コア 光ファイバ（被覆除去部）

コアファイバ端面の欠け
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